
























































を扱う学術雑誌に Social Science & Medicine 誌がある。同誌第 98 号 (2013 年 ) において





■  Petersen, A. (2013). From bioethics to a sociology of bio-knowledge. Social Science 
& Medicine , 98, 264–70.
■ Jaspers, P., Houtepen, R., & Horstman, K. (2013). Ethical review: Standardizing 
procedures and local shaping of ethical review practices. Social Science & 
Medicine , 98, 311–8.
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野で見られるようになったという（Fox 2005）。また、Hoffmaster による論考（Hoffmaster 
1992）を引用しつつ、生命に係わる倫理的問題が複雑化する傾向の中、生命倫理の原則を
適応するだけで当事者にとって本当に有効な解決策を見出すことは難しいと批判している。






































































































医学系研究に関する 3 つの主要倫理指針である、｢ ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する
倫理指針 ｣(2001 年 3 月 29 日 )、「疫学研究に関する倫理指針」(2002 年 6 月 17 日 )、「臨




















































































ウトプットの質も安定する点にあると指摘する（Jaspers et al. 2013）。
　Jaspers たちは、オランダ国内の大学病院と市中病院および企業それぞれが機関内に設


















































素（local context あるいは situated knowledge）から醸成されるものであるという。また、























　また、倫理委員会は IRB（Institutional Review Board）と呼ばれる通り、大半が研究機

























































　もう一つは、学内組織から NPO 法人として独立する方法がある。NPO 法人であるため
第三者性は高いレベルで確保される。一方で審査料収入によって法人を運営する必要があ
る。また、多様な研究機関から倫理審査を受託することになる。既に大学主導で立ち上げ
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　　   http://www.sciencedirect.com/science/journal/02779536/98
4　　国際ガイドラインをもとに「国際共同治験に関する基本的考え方」が厚生労働省から出されている。
（http://www.pmda.go.jp/kijunsakusei/file/guideline/new_drug/kokusai-kyoudou-chiken.pdf）













性 や 安 全 性 の 基 準 が 緩 和 さ れ て い る。（http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002x9j2-
att/2r9852000002x9n6.pdf）
9　　例えば、アメリカにおけるヒト ES 細胞研究に関連する政策などはその典型である。共和党・ブッシ




10　 「ミレニアム・ゲノム・プロジェクト」の詳細については次の URL を参照されたい。（http://www.
kantei.go.jp/jp/mille/genomu/）
11　 イネゲノム研究とヒトゲノム研究で 640 億円 (1999 年度 ) が投じられた。（http://www.kantei.go.jp/
jp/mille/991222sourisiji.pdf）
12　 例えば、次のような事件がある。
・ 環境庁が進める環境ホルモン影響調査の目的で、行政解剖した遺体 300 体から精巣、卵巣、そ
の他細胞を遺族に無断で採取した事件。（朝日新聞．1999 年 6 月 27 日）
・ 健康診断時に採血された約 2500 人分の検査試料を本人に無断で DNA 情報の解析した事件。（朝
日新聞．1999 年 11 月 26 日）
・ 健康診断時に採血された約 5000 人分の検査試料を本人に無断で DNA 情報の解析した事件。（毎
日新聞．2000 年 2 月 3 日）
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・ 死体解剖の際、遺族に無断で死体の一部を標本化した事件。（朝日新聞．2000 年 11 月 25 日）
・ 手術で切除した臓器の一部を本人に無断で保存し DNA 情報解析を行った事件。（朝日新聞．
2001 年 3 月 28 日）
13　 遺伝子解析研究あるいは遺伝学的検査に関する政策が形成された経緯などについては、岩江（2008）
を参照されたい。
14　 当局による許可制の下、ヒト胚への操作を受精後 14 日以内なら可能とし、ヒト胚の研究利用に関す



















21　 事 例 と し て 名 古 屋 大 学 を 挙 げ て お く。（http://www.med.nagoya-u.ac.jp/medical/dbps_data/_
material_/nu_medical/_res/whatsnew/rinriiinkaikaranooshirase/01_naiki/seimeirinnriiinnkai_naiki.
pdf）
22　 事例として NPO 治験ネットワーク福岡を挙げておく。（http://www.crnfukuoka.jp/）
